
 

 
 

 

   

    

１．海洋立国日本の推進に関する特別な功績 分野 

科学技術・学術・研究・開発・技能 部門 

氏 名 須賀
す が

 利
と し

雄
お

 年齢 63 

 

 

所 属 

東北大学 大学院理学研究科 教授/ 

東北大学・海洋研究開発機構  

変動海洋エコシステム研究所長 

功績の概要 
地球規模の海洋観測網構築による 

海洋における気候変動研究の推進に貢献 

功  績  事  項 

 

１．大洋規模から地球規模までの海洋物理環 
境の実態と変動の解明に長年にわたって 
取り組み、海洋における気候変動研究の基 
礎となる多くの業績を挙げた。特に、海洋 
表面における変動が海洋内部に伝わる過 
程を独自の手法で定量化する先駆的な研 
究により、モード水の動態を明らかにし、 
海の温暖化や酸性化・貧酸素化のメカニズ 
ム解明の枠組み作りに貢献した（図１）。           

 
２．2000 年に開始され、海洋変動研究を革新 

して、地球温暖化の評価等にも大きな貢献 
をしてきた国際アルゴ計画に当初から参 
加し、地球規模のロボット海洋観測網アル 
ゴ（Argo）の構築を、国内チームおよび国 
際計画のリーダーとして推進した（図２）。 
2018-2023 年に国際アルゴ運営チーム 
共同議長を務め、Argo の変革的拡張であ 
る OneArgo 計画の策定に貢献した。             

 
３．ユネスコ政府間海洋学委員会（IOC）、世界気象機関（WMO）等による国際プログラム 

「全球海洋観測システム（GOOS）」の運営委員（2016～2024 年）および GOOS 等の下の
「気候のための海洋観測パネル（OOPC）」共同議長（2013～2015 年）を務め、国内外で
科学研究と人類社会のための海洋観測の推進に貢献した。また、海洋・気候変動研究
に関する国際共同プログラム（WCRP 等）の専門家パネルメンバーや対応する学術会議
小委員会委員・委員長などを歴任し、国際共同研究の推進に貢献した。 

 
４．2019 年に公表された「気候変動に関する政府間パネル（IPCC） 

海洋・雪氷圏特別報告書（SROCC）」の海洋分野における我が国か 
らの唯一の主要執筆者を務め、地球温暖化の下での海洋および海 
洋生態系の変化の評価に貢献した（図３）。 
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